
良
遍
の
唯
識
観
の
特
異
性

1
『
真
心
要
決
』
を
中
心
と
し
て
ー

島
田
健
太
郎

、
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平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
は
、
日
本
の
仏
教
の
大
き
な
転
換
期
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
は
、
特
に
鎌
倉

新
仏
教
諸
宗
派
の
教
義
に
明
確
な
よ
う
に
、
中
国
仏
教
に
は
見
ら
れ
な
い
日
本
仏
教
独
自
の
展
開
が
急
速
に
遂
げ
ら
れ
る
が
、
同

様
の
傾
向
が
奈
良
時
代
以
来
の
南
都
旧
仏
教
諸
宗
派
に
お
い
て
も
認
め
得
る
。
例
え
ば
華
厳
宗
の
高
弁
や
法
相
宗
の
貞
慶
な
ど
は
、

衰
微
し
た
教
学
の
復
興
を
図
る
と
共
に
そ
の
教
学
を
時
代
思
潮
に
応
じ
た
独
自
の
観
点
よ
り
捉
え
直
す
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

　
本
論
文
で
は
日
本
仏
教
の
展
開
の
一
側
面
と
し
て
、
旧
仏
教
諸
宗
派
の
中
か
ら
法
相
教
学
を
取
り
上
げ
、
特
に
良
遍
の
教
学
を

中
心
に
考
え
て
い
く
。
良
遍
は
法
相
教
学
復
興
期
の
最
後
期
に
属
し
、
そ
の
教
学
は
そ
れ
ま
で
の
教
学
復
興
の
機
運
を
受
け
て
、

伝
統
的
法
相
教
学
よ
り
す
れ
ば
、
か
な
り
特
異
と
も
言
え
る
説
を
展
開
す
る
。
そ
の
際
、
そ
の
特
異
性
は
良
遍
が
観
心
に
よ
る
実
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践
面
を
強
調
す
る
点
に
最
も
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
故
、
観
行
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
『
真
心
要
決
』
か
ら
良
遍
の

修
行
論
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
で
、
良
遍
の
唯
識
観
の
特
異
性
が
奈
辺
に
存
す
る
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
く

思
う
。

二
、

　
修
行
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
貞
慶
な
ど
復
興
期
の
法
相
教
学
全
体
に
通
ず
る
特
徴
で
も
あ
る
。
そ
れ
ま
で
南
都
仏
教
諸
宗
派
は

い
わ
ゆ
る
学
問
仏
教
で
あ
り
、
そ
の
た
め
行
の
観
点
は
お
よ
そ
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
行
の
問
題
は
、
貞
慶
に
至

っ
て
強
く
意
識
さ
れ
始
め
、
こ
の
こ
と
は
僧
風
の
刷
新
に
よ
る
宗
門
の
復
興
を
意
図
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
の
時
期
に
教

学
上
に
お
い
て
悟
り
の
問
題
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
行
は
真
如
を
悟

る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
悟
り
の
内
容
、
つ
ま
り
真
如
観
と
切
り
離
し
て
論
じ
得
な
い
か
ら
で
あ
り
、
む
し
ろ
真
如
を
如
何
に
悟

る
か
と
い
う
問
題
意
識
の
下
に
行
の
重
要
性
が
主
張
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
の
様
な
問
題
と
の
関
連
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

お
い
て
、
貞
慶
は
道
理
真
理
説
を
体
系
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　
貞
慶
は
道
理
真
理
説
を
事
・
理
・
如
の
三
重
説
を
以
て
説
明
す
る
。
伝
統
的
法
相
教
学
で
は
事
理
の
二
重
説
に
立
ち
、
そ
の
時

事
は
三
性
中
の
依
他
起
性
で
あ
っ
て
、
因
縁
生
起
し
た
万
法
、
す
な
わ
ち
有
為
の
事
相
と
さ
れ
、
理
は
真
如
、
す
な
わ
ち
無
為
法

と
し
て
無
相
な
る
理
性
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
貞
慶
の
道
理
真
理
説
は
、
伝
統
的
法
相
教
学
の
事
理
二
重
説
に
お
け
る
事
を
道
理

と
事
相
と
に
分
け
、
そ
の
道
理
を
即
真
理
と
見
倣
す
こ
と
に
よ
り
、
無
為
の
理
性
た
る
如
（
二
重
説
で
は
理
）
へ
の
い
わ
ば
架
橋
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と
し
て
道
理
を
捉
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
行
の
観
点
よ
り
見
た
時
、
ま
ず
観
ぜ
ら
れ
る
の
は
有
為
の
事
相
の
道
理
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
り
、
そ
れ
故
道
理
は
真
如
（
貞
慶
は
『
真
理
抄
』
の
中
で
は
一
心
と
呼
ん
で
い
る
が
）
を
悟
る
た
め
の
一
種
の
方
便
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
貞
慶
は
こ
の
道
理
を
法
爾
道
理
と
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
道
理
真
理

説
は
鎌
倉
期
法
相
教
学
に
お
け
る
理
の
概
念
の
変
化
を
端
的
に
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
行
を
重
視
す
る
と
い
う
貞
慶
の
姿
勢
が
そ

の
様
な
教
学
上
の
変
化
と
な
っ
て
表
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
道
理
真
理
説
は
、
道
理
を
方
便
と
し
て
捉
え
る

以
上
、
行
と
い
う
実
践
の
問
題
抜
き
に
は
論
じ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
良
遍
も
基
本
的
に
は
貞
慶
の
思
想
を
継
承
し
て
い
る
が
、
両
者
の
間
に
は
な
お
幾
分
か
の
相
違
が
見
出
せ
る
。
そ
れ
は
両
者
の

道
理
真
理
説
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
道
理
真
理
説
は
行
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
以
上
、
そ
の
違
い
は
両
者
の
修
行
観
の

相
違
に
起
因
し
よ
う
。
い
わ
ば
良
遍
の
修
行
観
が
貞
慶
の
道
理
真
理
説
と
、
ひ
い
て
は
真
如
観
と
の
相
違
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
良
遍
が
行
を
中
心
と
し
て
法
相
教
学
を
捉
え
得
る
独
自
の
視
点
が
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
良
遍

教
学
の
全
体
的
構
造
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
良
遍
は
『
真
心
要
決
』
の
冒
頭
で
「
尋
二
其
大
途
一
源
從
二
二
門
一
出
。
所
謂
三
性
三
無
性
也
」
（
p
断
上
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

教
学
全
体
を
三
性
門
と
三
無
性
門
と
の
相
対
を
以
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
自
己
の
思
想
の
い
わ
ば
基
礎
的
構
造
と
し
て

積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。
『
真
心
要
決
』
で
は
そ
の
後
に
こ
の
両
門
の
順
不
が
示
さ
れ
て
い
る
が
（
p
㎜
上
）
、
そ
れ
を
良
遍
の

記
述
に
従
っ
て
図
示
す
れ
ば
次
の
様
に
な
る
。

　
三
性
門
1
1
表
詮
法
門
－
有
相
－
事
相
－
学
解
－
染
法
－
詮
門
－
識
了
－
因
位
－
化
他
－
観
照
－
差
別
ー
性
相
決
択
－
百
法

　
三
無
性
門
1
1
遮
詮
法
門
－
無
相
－
理
性
－
修
行
－
浄
法
－
廃
詮
－
智
断
i
果
徳
－
自
証
ー
止
寂
－
一
味
－
融
通
無
畷
－
一
心
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こ
の
両
門
の
順
不
は
ま
さ
に
良
遍
教
学
の
特
徴
を
端
的
に
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
三
性
門
を
事
、

三
無
性
門
を
理
に
配
し
て
、
三
無
性
門
の
理
の
立
場
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
伝
統
的
法
相
教
学
で
は
事
理
は
三
性
中
の
依

他
起
性
と
円
成
実
性
を
指
し
、
そ
の
関
係
は
不
即
不
離
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
両
門
の
順
不
よ
り
す
れ
ば
良
遍
は
こ

の
事
理
の
関
係
を
三
性
門
－
三
無
性
門
の
相
対
に
適
用
し
、
三
性
の
事
理
の
関
係
を
崩
す
こ
と
な
く
、
そ
の
事
理
の
相
対
を
包
摂

す
る
、
よ
り
大
き
な
事
理
の
関
係
を
考
え
、
そ
れ
を
三
性
門
と
三
無
性
門
の
相
対
と
い
う
形
に
置
き
換
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

こ
よ
り
す
れ
ば
良
遍
の
教
学
は
い
わ
ば
事
理
の
二
重
構
造
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
が
、
そ
れ
故
こ
の
両
門
の
関
係
は
不
即
不

離
で
あ
り
、
「
今
此
二
門
二
而
不
二
。
一
而
不
一
」
（
p
餅
上
）
と
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
、
修
行
は
三
無
性
門
に
配
さ
れ
る
。
良
遍
は
『
真
心
要
決
』
に
お
い
て
は
「
付
レ
之
案
レ
之
我
宗
修
行
順
レ
入
二
無
性
門
一

哉
」
（
P
O
8
　
2
）
と
特
に
修
行
だ
け
を
取
り
出
し
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
様
に
、
修
行
を
非
常
に
重
視
す
る
。
そ

し
て
こ
れ
は
三
性
門
－
三
無
性
門
相
対
の
中
、
三
無
性
門
の
立
場
に
立
っ
て
行
を
修
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
三

無
性
門
の
修
行
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
次
に
そ
れ
を
見
て
み
た
い
。
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三
、

　
ま
ず
、
三
無
性
門
の
意
に
つ
い
て
は
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
凡
此
門
意
。
一
切
諸
法
皆
無
自
性
。
無
生
無
滅
本
來
寂
静
自
性
浬
繋
。
其
無
生
滅
之
一
法
者
即
是
一
心
。
（
p
鵬
下
）

あ
る
い
は
ま
た
「
無
性
門
意
三
牲
皆
空
無
生
無
滅
本
來
浬
藥
。
其
本
來
寂
無
生
髄
者
印
是
一
實
慶
詮
談
旨
眞
如
理
也
」
（
p
㎜
上
）
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
両
文
は
内
容
的
に
は
同
義
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
良
遍
は
三
無
性
門
に
お
い
て
示
さ
れ
る
理
を

真
如
の
理
と
も
一
心
と
も
呼
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
、
こ
の
一
心
は
「
萬
法
皆
如
而
撮
二
在
於
一
心
一
故
」
（
p
鵬
下
）

と
言
わ
れ
、
一
切
の
事
相
を
包
摂
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
「
當
レ
知
諸
法
唯
是
一
心
更
無
二
別
法
一
」
（
p
蹴
上
）
と

も
説
か
れ
て
お
り
、
こ
の
記
述
よ
り
す
れ
ば
、
良
遍
の
三
無
性
門
の
立
場
は
諸
法
（
1
1
事
相
）
を
一
心
（
旺
理
性
）
に
帰
す
る
、

い
わ
ば
摂
相
帰
性
に
よ
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
ま
た
良
遍
は
「
其
一
心
者
即
無
分
別
離
二
文
字
一
法
。
一
切
善
悪
都
莫
二
思
旦
墨

胸
中
更
不
レ
置
二
於
一
物
一
」
（
p
鵬
下
）
と
述
べ
て
、
一
心
が
無
分
別
の
法
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
一
心
は
無
分
別
で
あ

る
か
ら
一
切
の
思
量
は
排
さ
れ
る
。
そ
れ
故
こ
の
一
心
を
良
遍
は
無
心
之
心
と
も
無
念
と
も
言
う
の
で
あ
る
。
良
遍
に
よ
れ
ば
、

こ
の
一
心
を
覚
知
す
る
時
、
有
為
の
事
相
は
任
運
に
現
ず
る
と
い
う
。
こ
れ
は
次
の
様
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
得
二
此
心
一
已
有
爲
萬
像
皆
如
二
幻
夢
一
。
錐
レ
見
如
レ
不
レ
見
錐
レ
聞
如
レ
不
レ
聞
。
凡
所
レ
有
相
分
明
了
知
都
無
二
所
着
一
任
運
二

　
　
見
聞
鰯
知
。
讐
如
二
明
鏡
衆
像
自
現
一
。
（
p
㎜
下
）

こ
の
よ
う
な
見
聞
を
良
遍
は
自
然
見
・
自
然
聞
と
も
呼
ぶ
が
、
一
心
を
覚
知
し
て
も
有
為
の
事
相
は
、
霰
無
さ
れ
ず
、
鏡
に
そ
の

相
が
映
る
が
如
く
任
運
に
如
実
に
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
心
の
内
容
が
以
上
の
如
く
理
と
事
を
含
む
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
理
事
は
一
心
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
す
る

の
か
。
三
無
性
門
は
摂
相
帰
性
に
よ
っ
て
万
法
を
一
心
に
帰
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
良
遍
は
伝
統
的
法
相
教
学
と
異
な
り
、
こ
の

一
心
に
お
け
る
理
事
を
別
法
と
せ
ず
、
一
心
の
体
と
徳
と
い
う
形
で
示
し
て
い
る
。
ま
ず
心
体
は
「
然
此
門
意
既
以
二
法
性
一
爲
二

心
髄
一
故
」
（
p
鋤
上
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
性
で
あ
り
、
い
わ
ば
真
如
の
理
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
心
徳
は

「
名
爲
二
菩
提
及
見
色
等
一
皆
非
二
心
膿
一
是
此
心
徳
」
（
同
右
）
と
説
か
れ
る
所
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
自
然
見
・
自
然
聞
に
よ
っ
て
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捉
え
ら
れ
た
有
為
の
事
相
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
一
心
が
心
体
と
心
徳
と
し
て
法
性
と
有
為
の
事
相
と
に
配
さ
れ
る

こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
良
遍
が
一
心
の
内
容
を
事
理
で
以
て
捉
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
心
体
と
心
徳
は
摂
相

帰
性
よ
り
別
法
と
は
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
一
心
に
お
け
る
事
理
の
関
係
は
ま
さ
に
相
即
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
良
遍
は
こ
の
事
理
相
即
に
関
し
て
次
の
様
に
説
い
て
い
る
。
ま
ず
「
言
ご
事
理
一
者
即
是
事
與
二
事
之
理
一
謂
也
」
（
大
正
7
1
・

（
4
）

30

b
）
と
し
、
「
一
切
諸
法
以
レ
理
爲
レ
性
」
（
P
鵬
下
）
と
述
べ
て
、
理
が
相
を
顕
わ
す
こ
と
が
事
、
事
を
性
に
帰
せ
ぱ
理
で
あ
る

と
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
続
け
て
「
以
二
一
切
事
皆
是
眞
如
之
相
朕
一
故
」
（
同
右
）
と
し
て
事
理
の
相
即
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
観
心
覚
夢
紗
』
に
「
事
相
若
無
眞
理
亦
無
。
眞
理
非
二
猫
眞
一
必
俗
之
眞
故
」
（
p
肪
下
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
が
、

こ
こ
よ
り
考
え
れ
ば
、
一
心
に
お
け
る
事
、
す
な
わ
ち
心
徳
は
、
理
（
け
心
体
）
の
具
体
的
な
顕
現
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
良
遍
に
お
い
て
三
無
性
門
は
先
の
両
門
の
順
不
で
も
理
性
に
配
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
摂
相

帰
性
に
拠
っ
て
↓
切
を
｝
心
に
摂
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
良
遍
も
「
事
理
」
と
い
う
言
葉
は
用
い
ず
、
心
の
体
と
徳
と
し
て
関

係
づ
け
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
見
る
限
り
、
良
遍
は
三
無
性
門
の
立
場
で
は
事
理
の
相
即
に
立
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
伝
統
的
法
相
教
学
で
は
事
理
の
関
係
を
不
即
不
離
と
し
て
、
事
理
不
即
の
面
を
強
調
す
る
が
、
良
遍
は
逆
に
事
理
不
離
の

面
よ
り
事
理
相
即
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
何
故
良
遍
は
こ
の
よ
う
な
真
如
観
を
採
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
良
遍
の
修
行
論
、

特
に
そ
こ
に
見
ら
れ
る
視
点
の
転
換
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
一
心
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
覚
知
す
る
の
か
。
良
遍
は
ま
ず
心
徳
顕
現
の
位
を
自
覚
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
が
、

こ
れ
は
次
の
様
に
説
か
れ
て
い
る
。



良遍の唯識観の特異性（島田）

　
　
其
心
徳
顯
現
位
者
若
人
或
時
不
レ
起
二
貧
等
一
切
染
念
一
住
二
非
執
心
一
於
二
六
塵
境
一
不
レ
畢
＝
念
慮
一
而
亦
明
了
必
然
有
レ
之
是
即

　
　
佛
心
。
非
二
汎
爾
妄
情
一
是
印
本
有
非
二
始
修
得
一
。
（
p
皿
下
）

す
な
わ
ち
心
徳
顕
現
位
と
は
あ
ら
ゆ
る
染
念
や
思
慮
を
起
こ
さ
ず
、
六
塵
境
を
見
聞
触
知
せ
ら
る
る
ま
ま
に
捉
え
て
い
る
状
態
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
有
為
の
事
相
を
自
然
見
・
自
然
聞
で
以
て
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
心
徳

は
心
体
の
具
体
的
顕
現
で
あ
る
。
そ
れ
故
心
徳
顕
現
の
心
を
自
覚
す
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
一
心
を
覚
知
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
ろ

う
。
換
言
す
れ
ば
心
徳
と
い
う
具
体
的
事
象
を
通
し
て
そ
の
背
後
に
あ
る
無
分
別
な
る
一
心
を
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
良
遍
は
こ
の
心
徳
顕
現
を
始
修
得
に
は
非
ず
と
し
て
、
一
切
衆
生
に
本
来
的
に
あ
る
も
の
と
説
い
て
い
る
。
そ
れ
故
仏

心
た
る
一
心
も
当
然
一
切
衆
生
に
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
良
遍
は
一
心
を
自
性
清
浄
心
と
し
、
ま
た
こ
こ
の
考
え
方
か
ら
一

切
皆
成
を
主
張
す
る
。
し
か
し
衆
生
は
そ
の
ま
ま
で
仏
で
は
な
く
、
煩
悩
を
有
す
る
凡
夫
と
し
て
仏
と
は
隔
歴
さ
れ
て
い
る
。
良

遍
は
凡
夫
が
凡
夫
た
り
得
る
の
は
「
愚
夫
不
レ
知
故
自
廻
二
六
道
己
（
p
盟
下
）
と
あ
る
よ
う
に
心
徳
顕
現
位
が
即
一
心
の
顕
現
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
故
「
若
得
レ
知
レ
之
深
信
護
レ
之
常
住
二
此
心
一
不
レ
畢
二
念
情
一
。
次
第
轄
勝
漸
漸

明
浄
速
至
二
圓
満
一
」
（
同
右
）
と
し
て
、
心
徳
顕
現
位
を
以
て
↓
心
を
自
覚
し
、
常
に
そ
の
位
に
住
す
、
す
な
わ
ち
心
徳
を
顕
現

さ
せ
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
良
遍
は
こ
れ
に
関
し
て
「
本
來
有
者
論
二
本
性
一
也
。
本
性
錐
レ
浄
由
二
他
染
黒
一
帯

二
垢
磯
一
故
若
不
二
磨
螢
一
更
非
二
費
者
一
。
故
修
行
也
」
（
p
麟
上
）
と
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
衆
生
は
本
来
的
に
仏
心
た
る
一
心
を

有
す
る
が
、
そ
の
一
心
は
煩
悩
に
障
畷
さ
れ
て
常
に
心
徳
を
顕
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
故
心
徳
を
常
に
顕
現
さ
せ
る

た
め
の
も
の
と
し
て
修
行
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
様
に
良
遍
に
お
い
て
修
行
は
煩
悩
を
断
じ
て
心
徳
を

顕
現
さ
せ
続
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
修
行
を
良
遍
は
無
分
別
の
行
と
名
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
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良遍の唯識観の特異性（島田）

　
こ
の
無
分
別
の
行
は
い
わ
ば
観
心
を
深
化
さ
せ
る
行
で
も
あ
る
が
、
そ
の
際
良
遍
は
徹
底
的
に
分
別
を
排
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
。
ま
ず
分
別
は
次
の
様
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
強
分
別
者
所
謂
故
三
思
安
二
立
諸
法
皿
或
執
二
實
有
一
或
執
二
假
有
一
或
執
二
實
無
一
…
－
如
是
安
立
置
二
於
意
内
一
堅
執
比
度
以
爲
二
究

　
　
寛
一
。
（
p
㎜
上
）

す
な
わ
ち
分
別
と
は
い
か
な
る
物
事
で
あ
れ
、
そ
れ
に
あ
る
判
断
や
規
定
を
下
す
思
慮
の
こ
と
と
言
え
よ
う
。
良
遍
は
思
慮
分
別

さ
れ
て
対
象
化
さ
れ
た
も
の
は
す
べ
て
妄
境
た
る
遍
計
所
執
性
で
あ
る
と
説
き
、
そ
れ
故
そ
の
妄
境
を
産
出
す
る
思
慮
分
別
を
徹

底
的
に
排
す
る
こ
と
を
無
分
別
の
行
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
実
有
・
実
無
と
執
す
る
こ
と
ば
か
り
か
、
「
以
レ
心
求
レ
心
心
還

外
境
住
レ
空
取
レ
空
空
亦
情
有
」
（
P
㎜
下
）
で
あ
っ
て
、
思
慮
さ
れ
た
「
一
心
」
や
「
空
」
も
ま
た
妄
分
別
の
所
産
と
な
る
。
さ
ら

に
は
「
比
門
意
者
既
遮
一
二
切
一
。
有
二
何
一
心
一
有
二
何
菩
提
一
。
有
無
一
異
皆
是
妄
境
。
菩
提
浬
繋
亦
不
可
得
。
不
可
得
法
亦
不
可

得
。
如
レ
此
思
惟
亦
不
可
得
」
（
p
脳
下
）
と
述
べ
、
あ
ら
ゆ
る
思
惟
を
排
斥
し
て
無
分
別
を
徹
底
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
観
行
が
、
自
己
の
心
を
観
じ
て
無
分
別
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
最
終
的
に
は
廃
詮
談
旨
の
主
張

へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
無
性
門
の
理
を
「
一
實
慶
詮
談
旨
眞
如
理
」
と
す
る
こ
と
や
、
こ
の
無
分
別
を
「
一
實
慶
詮

観
」
（
品
下
）
と
し
て
い
る
・
と
か
ら
も
窺
え
る
・
ま
た
良
遍
は
『
真
心
要
決
』
の
中
で
仮
実
を
分
別
し
て
七
重
に
分
け
て
匙

が
、
そ
の
第
六
重
で
は
依
詮
が
仮
、
廃
詮
が
実
と
さ
れ
、
さ
ら
に
第
七
重
で
は
先
の
第
六
重
に
お
け
る
実
、
す
な
わ
ち
離
言
と
説

く
こ
と
を
仮
と
し
、
無
言
の
内
証
を
実
と
為
し
て
い
る
。
良
遍
は
こ
の
無
言
の
内
証
を
「
今
此
實
言
亦
是
假
読
。
内
謹
門
中
非
レ

實
非
二
非
實
一
非
二
亦
實
亦
非
實
一
非
二
非
實
非
非
實
一
」
（
p
踊
上
）
と
述
べ
て
、
ま
さ
に
言
亡
慮
絶
の
無
想
無
念
の
心
を
究
寛
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
よ
り
良
遍
の
無
分
別
行
は
基
本
的
に
は
廃
詮
観
で
あ
り
、
妄
念
た
る
思
慮
分
別
を
断
ず
る
こ
と
に
よ
り
廃
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良遍の唯識観の特異性（島田）

詮
談
旨
の
一
心
に
住
し
続
け
る
た
め
の
行
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
良
遍
の
観
行
理
解
か
ら
、
私
は
良
遍
は
い
わ
ば
事
と
理
の
二
方
向
よ
り
観
行
を
説
明
し
て
い
る
と
考
え
る
。
す
な

わ
ち
心
徳
を
顕
現
さ
せ
続
け
る
こ
と
が
事
の
方
向
で
あ
り
、
無
分
別
の
徹
底
に
よ
っ
て
一
心
に
住
す
る
こ
と
が
理
の
方
向
で
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
良
遍
に
お
い
て
観
行
は
無
分
別
の
行
で
あ
る
。
し
か
し
良
遍
は
そ
の
無
分
別
の
行
を
行
ず
る
基
点
に
一
心
の

覚
知
を
置
い
て
い
る
。
一
心
は
ま
ず
心
徳
顕
現
位
を
以
て
覚
知
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
良
遍
は
観
行
の
基
点
と

し
て
心
徳
顕
現
位
、
換
言
す
れ
ば
具
体
的
な
有
為
の
事
相
を
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
た
と
え
心
徳

の
背
後
の
心
体
を
覚
知
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
心
徳
た
る
具
体
的
な
事
相
を
観
行
の
出
発
点
と
し
て
い
る
点

で
独
特
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
良
遍
は
心
体
（
理
性
）
と
い
う
敢
え
て
言
え
ば
幾
分
抽
象
的
な
概
念
を
一
挙
に
心
徳

（
事
相
）
に
還
元
し
、
三
無
性
門
の
事
理
相
即
の
立
場
か
ら
そ
の
事
相
の
背
後
に
理
が
控
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
、

事
相
を
基
点
と
し
て
真
如
を
観
ず
る
と
い
う
方
向
を
積
極
的
に
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
相
を
重
視
す
る
と
い
う
姿
勢
は
良

遍
の
観
点
が
具
体
的
な
る
も
の
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
そ
し
て
観
行
の
基
点
と
し
て
理
よ
り
も
む
し
ろ
事
の
立
場
に
立

つ
と
い
う
こ
の
視
点
の
転
換
と
も
言
う
べ
き
こ
と
が
良
遍
の
修
行
論
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
特
異
性
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

四
、

良
遍
の
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
具
体
的
な
る
も
の
へ
の
志
向
は
特
に
『
真
心
要
決
』
に
顕
著
で
あ
る
。
例
え
ば
良
遍
は
観
行
の
際
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良遍の唯識観の特異性（島田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
「
正
直
之
心
」
に
住
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
良
遍
に
よ
れ
ば
正
直
之
心
は
有
無
一
異
等
の
一
切
の
分
別
を
離
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
故
無
分
別
心
と
内
容
的
に
変
わ
り
が
な
く
、
常
に
こ
の
心
に
住
す
る
こ
と
が
観
行
の
際
の
善
修
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

正
直
之
心
の
主
張
は
、
い
わ
ば
事
の
方
向
よ
り
一
心
を
よ
り
具
体
的
に
説
い
た
も
の
で
、
良
遍
の
具
体
的
な
る
も
の
へ
の
志
向
が

明
瞭
に
表
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
こ
の
こ
と
は
真
如
に
関
す
る
記
述
か
ら
も
窺
え
る
。
良
遍
は
、
ま
ず
真
如
を
「
眞
如
是
心
眞
實
性
也
」
（
p
鵬
上
）
と
定
義

す
る
。
そ
し
て
そ
の
性
を
「
性
者
即
是
此
心
離
レ
相
眞
實
道
理
」
（
同
右
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
其
離
相
之
眞
實
理
者
即
是
縁
起
之

道
理
也
」
（
同
右
）
と
し
て
、
こ
れ
を
道
理
即
真
如
の
定
判
と
為
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
よ
り
す
れ
ば
良
遍
が
真
如
の
理
を
縁
起
之

道
理
と
捉
え
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
縁
起
之
道
理
は
そ
も
そ
も
有
為
の
事
相
の
理
法
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
真
如
と
し
た
こ
と
は
そ
の
視
点
が
有
為
の
事
相
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
見
方
は
、
同

時
に
道
理
真
理
説
の
変
質
を
も
意
味
し
て
い
る
。
貞
慶
に
お
い
て
は
道
理
は
有
為
の
事
相
の
道
理
で
あ
っ
て
、
無
為
の
理
性
た
る

真
如
と
は
厳
然
と
区
別
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
道
理
は
真
如
を
悟
る
方
便
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
良
遍
は
有
為
の
事
相
の
道
理
た

る
縁
起
之
道
理
を
も
真
如
と
な
し
、
道
理
を
方
便
と
捉
え
な
い
。
良
遍
に
お
い
て
観
行
は
三
無
性
門
に
順
じ
て
お
り
、
事
理
相
即

の
立
場
で
あ
る
か
ら
有
為
の
事
相
の
道
理
で
あ
っ
て
も
真
如
と
異
な
ら
な
い
。
ま
た
良
遍
は
縁
起
の
道
理
を
知
る
こ
と
は
諸
法
の

因
縁
生
を
知
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
僻
執
・
妄
執
は
断
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
道
理
即
真
如
に
他
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な

良
遍
の
見
解
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
良
遍
は
道
理
即
真
如
を
い
わ
ば
事
相
の
側
か
ら
説
明
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
良

遍
の
視
点
が
具
体
的
な
る
も
の
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
道
理
真
理
説
の
変
質
は
良
遍
の
視
点

よ
り
す
れ
ば
当
然
の
論
理
的
帰
結
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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良遍の唯識観の特異性（島田）

　
こ
の
よ
う
な
道
理
真
理
説
理
解
の
相
違
は
、
よ
り
根
本
的
に
は
両
者
の
唯
識
観
理
解
の
相
違
と
も
関
連
す
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ

て
き
た
よ
う
に
良
遍
の
観
行
は
妄
分
別
を
遮
し
て
一
心
に
住
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
特
に
妄
分
別
を
遮
す
と
い
う
点
に

お
い
て
伝
統
的
法
相
教
学
で
説
く
五
重
唯
識
観
の
中
の
第
一
重
で
あ
る
遣
虚
存
実
観
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
未
レ

見
二
解
繹
一
且
私
推
云
錐
二
皆
深
妙
一
而
第
一
重
爲
二
最
要
一
鰍
。
何
以
然
者
一
切
唯
識
之
大
膿
故
。
後
後
重
重
從
・
此
開
故
」
（
p
㎜

上
）
と
あ
り
、
良
遍
が
遣
虚
存
実
観
を
最
要
と
為
し
、
観
行
の
基
本
と
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
記
述
か
ら
窺
え
る
。
た
だ
、

こ
の
遣
虚
存
実
観
の
重
視
は
貞
慶
に
も
見
ら
れ
、
貞
慶
は
『
真
理
抄
』
の
中
で
「
論
鵬
云
。
我
法
非
レ
有
空
識
非
レ
無
離
レ
有
離
レ
無

故
契
二
中
道
一
文
是
則
五
重
唯
識
中
遣
盧
存
實
唯
識
也
」
（
日
大
蔵
6
3
・
P
3
8
下
）
と
し
、
さ
ら
に
こ
の
観
を
「
一
宗
大
綱
也
。
自
鯨

重
重
未
レ
離
二
此
重
一
以
二
後
後
重
一
還
成
二
初
意
一
」
（
同
右
）
と
述
べ
て
そ
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
貞
慶
は
「
故
章
結
三
初

重
一
云
。
故
欲
レ
謹
二
入
離
言
法
性
一
皆
須
下
依
此
二
方
便
一
而
入
上
云
云
離
言
法
性
者
聖
位
所
謹
也
。
地
前
方
便
不
レ
超
二
遣
虚
存
實
こ

（
同
右
）
と
述
べ
て
遣
虚
存
実
観
は
方
便
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
良
遍
の
理
解
は
貞
慶
と
は
若
干

趣
を
異
に
す
る
。
良
遍
は
次
の
様
に
説
い
て
い
る
。

　
　
此
観
大
意
子
島
繹
云
。
其
遣
虚
之
下
遣
二
遍
計
所
執
一
了
者
観
二
依
圓
二
性
一
存
レ
實
之
義
自
然
顯
了
。
是
印
一
念
之
中
有
一
｝
遣
虚

　
　
存
實
義
一
也
文
肝
心
在
レ
此
歎
。
（
p
鵬
上
）

こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
両
者
と
も
遣
虚
存
実
観
の
重
要
性
を
指
摘
し
な
が
ら
、
貞
慶
は
慈
恩
を
、
良
遍
は
子
島
を
証
文
に
挙
げ

て
お
り
、
両
者
の
違
い
は
こ
の
証
文
だ
け
を
と
っ
て
も
明
確
で
あ
ろ
う
。
良
遍
は
貞
慶
と
異
な
り
遣
虚
存
実
観
を
方
便
と
は
せ
ず
、

む
し
ろ
存
実
に
力
点
を
置
い
て
そ
の
意
義
を
貞
慶
よ
り
拡
大
せ
し
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
良
遍
に
お
い
て
は
虚
を
遣
っ
た

後
に
存
す
る
実
は
心
徳
で
あ
っ
て
真
如
の
顕
現
で
あ
り
、
そ
れ
故
存
実
を
重
視
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
島
の
釈
を
引
用
し
た
の
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良遍の唯識観の特異性（島田）

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
遣
虚
存
実
観
の
存
実
の
側
面
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
良
遍
の
視
点
の
独
自
性
に
拠
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
は
、
良
遍
は
依
他
の
体
に
関
し
て
無
分
別
観
を
徹
底
し
て
、
依
他
の
体
性
を
仮
似
と
捉
え
、
そ
れ
故
に
生
滅
も
似
生
似

滅
で
あ
っ
て
一
切
の
定
相
は
無
い
、
と
説
い
た
後
で
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
是
故
説
名
二
一
切
唯
識
一
無
二
定
實
境
一
境
亦
心
故
。
或
亦
容
レ
言
二
一
切
唯
境
一
無
二
定
實
心
一
心
亦
境
故
。
（
p
鵬
上
）

こ
の
コ
切
唯
境
」
の
主
張
は
ま
さ
に
良
遍
の
独
自
性
を
表
わ
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
も
有
為
の
事
相
を
重
視
し
、
事
理
相
即
の
真

如
観
を
立
て
な
い
限
り
説
か
れ
得
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
真
心
要
決
』
に
は
事
を
重
視
す
る
姿
勢
が

無
け
れ
ば
説
け
得
な
い
こ
と
が
所
々
に
説
か
れ
て
お
り
、
良
遍
の
教
学
を
独
特
な
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
良
遍
の
思
想
は
伝
統
的
法
相
教
学
と
は
異
な
り
、
観
行
の
基
点
と
し
て
の
現
実
の
事
相
を
重
視
す

る
が
、
良
遍
教
学
の
基
礎
的
構
造
と
も
言
い
得
る
三
性
門
－
三
無
性
門
の
相
対
も
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
導
か
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
法
相
教
学
に
は
四
重
出
体
と
か
四
俗
四
真
説
な
ど
の
教
学
分
析
の
た
め
の
様
々
な
観
点
が
あ
り
、
貞
慶
ま
で
は
そ
の
観
点

に
基
づ
い
て
そ
れ
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
傾
向
が
見
う
け
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
三
性
門
－
三
無
性
門
の
考
え
方
自
体
は

貞
慶
に
も
見
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
す
れ
ば
良
遍
は
貞
慶
の
思
想
を
継
承
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
が
、
貞
慶
に
お
い
て
は
こ
の
相
対

は
い
わ
ば
指
摘
さ
れ
る
の
み
に
止
ま
り
、
良
遍
の
様
に
教
学
全
体
の
基
礎
的
構
造
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
故
良
遍
教
学
の
特
徴
と

し
て
こ
の
三
性
門
ー
三
無
性
門
の
相
対
が
挙
げ
得
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
相
対
を
為
し
得
た
根
拠
と
し
て
、
私
は
『
真
心
要
決
』

に
お
け
る
観
行
の
重
視
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
良
遍
に
お
い
て
観
行
の
基
点
は
ま
ず
有
為
の
事
相
（
ー
1

心
徳
）
に
あ
り
、
こ
の
事
相
を
観
ず
る
こ
と
か
ら
無
分
別
の
行
が
始
ま
る
の
だ
が
、
こ
の
様
な
観
行
を
論
理
的
に
根
拠
づ
け
る
た
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め
に
三
性
門
－
三
無
性
門
の
相
対
が
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
三
性
三
無
性
は
い
わ
ば
諸
法
を
有
の
側
面

と
空
の
側
面
か
ら
捉
え
、
現
実
の
諸
法
の
有
り
様
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ぱ
観
行
の
際
に
具
体
的
な
る
も
の

へ
の
志
向
へ
と
傾
く
良
遍
の
思
想
よ
り
す
れ
ば
三
性
三
無
性
の
相
対
で
以
て
自
己
の
教
学
を
構
築
す
る
の
は
、
い
わ
ば
当
然
と
も

言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
良
遍
が
『
真
心
要
決
』
で
三
性
門
－
三
無
性
門
相
対
の
構
造
を
用
い
た
の

は
、
良
遍
が
事
相
を
重
視
す
る
と
い
う
そ
の
視
点
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、

良遍の唯識観の特異性（島田）

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
良
遍
の
い
わ
ば
特
異
と
も
言
え
る
思
想
は
果
た
し
て
法
相
教
学
の
枠
内
に
止
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
そ
の
真
如
観
を
取
り
上
げ
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

　
良
遍
の
観
行
の
基
点
は
心
徳
顕
現
位
で
あ
る
が
、
こ
の
心
徳
は
一
切
の
分
別
を
断
じ
た
所
に
顕
わ
れ
る
、
理
の
相
状
と
し
て
の

事
で
あ
っ
た
。
こ
の
良
遍
の
心
徳
に
対
す
る
見
解
は
伝
統
的
法
相
教
学
よ
り
す
れ
ば
内
容
的
に
は
無
漏
有
為
、
も
し
く
は
漏
無
漏

門
の
円
成
と
同
義
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
漏
無
漏
門
の
円
成
は
『
成
唯
識
論
』
に
「
無
漏
有
爲
離
レ
倒
究
意
勝
用
周
遍
亦
得
二
此

名
一
（
1
1
円
成
実
）
」
（
大
正
3
1
・
P
4
6
中
）
と
あ
り
、
そ
れ
を
証
文
と
し
て
貞
慶
の
『
法
相
宗
初
心
略
要
』
に
は
「
有
漏
無
漏
相
甥

有
漏
名
二
依
他
一
。
無
漏
有
爲
無
爲
名
二
圓
成
一
也
」
（
旧
大
蔵
6
3
・
P
矧
下
）
と
あ
る
が
、
こ
こ
の
内
容
よ
り
す
れ
ば
良
遍
の
心
徳
と

同
義
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
良
遍
は
い
わ
ば
事
相
重
視
の
立
場
か
ら
漏
無
漏
門
の
円
成
を
三
性
門
－
三
無
性
門
相
対

の
中
、
三
無
性
門
の
立
場
に
置
き
換
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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良遍の唯識観の特異性（島田）

　
さ
ら
に
真
如
に
関
し
て
、
良
遍
は
真
如
を
真
理
、
も
し
く
は
道
理
と
捉
え
て
お
り
、
そ
の
理
は
常
に
事
を
事
た
ら
し
め
る
凝
然

常
住
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
諸
法
の
所
依
体
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
良
遍
は
三
無
性
門
の
立
場
か
ら
心
徳

を
立
て
て
事
理
相
即
を
主
張
す
る
が
、
三
無
性
門
に
お
い
て
事
は
あ
く
ま
で
も
理
の
相
状
と
し
て
の
事
で
あ
っ
て
、
心
徳
そ
の
も

の
が
即
真
如
と
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
良
遍
の
真
如
観
は
事
理
相
即
を
説
き
な
が
ら
も
真
如
を

諸
法
の
当
体
体
で
は
な
く
所
依
体
と
す
る
点
で
、
華
厳
教
学
や
天
台
教
学
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
よ
り
す
れ
ば
良
遍
の
教
学
は
法
相
教
学
の
規
矩
か
ら
は
外
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
良
遍
は
法
相
教
学

の
立
場
を
守
り
つ
つ
、
自
己
の
独
自
の
視
点
よ
り
法
相
教
学
を
捉
え
、
そ
れ
を
再
構
成
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

六
、

28

　
以
上
、
『
真
心
要
決
』
を
中
心
に
良
遍
の
観
行
理
解
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
良
遍
は
鎌
倉
旧
仏
教
諸
宗
派
の
改
革
者

の
中
で
も
特
に
観
行
を
重
視
し
た
人
で
あ
る
と
思
う
が
、
良
遍
は
自
己
の
観
心
の
深
化
を
伝
統
的
法
相
教
学
の
中
の
漏
無
漏
門
の

円
成
に
見
出
し
、
そ
れ
を
三
性
門
⊥
二
無
性
門
の
相
対
の
構
造
に
お
い
て
三
無
性
門
た
る
不
離
門
の
強
調
と
い
う
形
で
論
理
づ
け

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
三
無
性
門
の
強
調
は
、
良
遍
が
観
行
を
重
視
す
る
と
い
う
姿
勢
か
ら
導
か
れ
、
修
行
を
三

無
性
門
に
配
す
る
こ
と
で
事
理
相
即
に
基
づ
い
た
独
特
の
修
行
論
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
良
遍
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い

も
の
で
、
ま
さ
に
良
遍
教
学
の
不
具
の
特
徴
と
も
言
い
得
る
が
、
こ
の
よ
う
な
独
自
性
を
発
揮
し
得
え
た
背
景
に
は
良
遍
が
有
為

の
事
相
を
観
行
の
基
点
に
捉
え
て
い
る
ご
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
の
こ
と
が
良
遍
の
教
学
を
独
特
な
も
の
と
し
た



の
で
あ
り
、
良
遍
の
唯
識
観
の
特
異
性
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
視
点
の
転
換
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

良遍の唯識観の特異性（島田）

（
1
）
貞
慶
の
道
理
真
理
説
に
関
し
て
は
、
間
中
潤
「
貞
慶
に
お
け
る
道
理
真
理
説
の
考
察
」
（
仏
教
学
研
究
、
第
四
十
二
号
）
を
参
照
。

（
2
）
　
一
心
と
い
う
語
は
観
行
の
見
地
か
ら
真
如
を
そ
う
呼
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
本
論
文
中
の
引
用
で
特
に
出
典
の
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
す
べ
て
『
真
心
要
決
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
『
真
心
要
決
』
は
『
日

　
　
本
大
蔵
経
』
（
鈴
木
学
術
財
団
）
第
六
十
四
巻
・
法
相
宗
章
疏
三
に
拠
る
。

（
4
）
　
こ
こ
の
箇
所
の
み
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
本
を
用
い
た
。
『
日
本
大
蔵
経
』
本
で
は
意
味
が
通
り
に
く
い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

（
5
）
　
『
真
心
要
決
』
日
大
蔵
6
4
。
P
踊
上
。

（
6
）
「
其
善
修
者
所
レ
謂
常
住
二
正
直
之
心
一
也
…
…
正
直
心
者
無
二
妄
曲
一
也
無
二
妄
曲
一
者
無
二
曲
念
一
也
無
二
曲
念
一
者
不
レ
起
一
二
切
有
無
一
異

　
　
倶
不
倶
等
強
分
別
一
也
」
（
P
㎜
上
）

（
7
）
『
法
相
宗
初
心
略
要
続
篇
』
に
は
、
「
私
思
惟
云
。
凡
三
性
二
門
相
封
之
時
三
性
有
門
中
道
也
。
三
無
性
空
門
中
道
也
」
（
日
大
蔵
6
3
・

　
　
P
娚
下
）
と
あ
る
。

（
人
文
科
学
研
究
科
　
博
士
後
期
課
程
　
哲
学
専
攻
）
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